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女子学申１１名．恐ぴ、りjFrj嚢價1化・ｌのＣｌｆ・り.･こア強化洒1一一lgj赳も･ｌい－6 0 1･g･l､lil ･1 1'､を

i11･軸nS'.削とLrこ、

　肘S』哨liilま、哨態屎‘､l】81白目、環礁的な休J】濁』･jl16jallでalる、・－前|定|laからは．求め･;ilる酢1

一拍糎１５梁回春鱒｢111J.:．尚、今回使ｍした陥脂肪体i●は．Å鉢カI.1ウj.の腫｣定から一片絹織11M･楕､lf

ta方呟でliなく、は哨嘸からｌｏｄｙ ｒａｔをまめるＢｒｅｚｌ･ｋのj･Cによる』･111でポ1･M:。

　lJhのyj法で則だ仙1こついて．３群のヽか均仙と不偏分llを求め、Ｔ検定Sとて膏唐墨を値iヽめた、lillij｡Sに

t･|象鮮のな子学生となＦ選手ｔ幽＆ひ、鴎董樋遍手と男子－ａＯ匈碧り．ニ？強iﾋ選手とも刊億INilj11を

1｣･なり1こ．農定は、命!j家老進達SI強化婆一会同学研究剖が強化合宿申lr原宦した．

　飴屋と傷害

　女了･柔in淵手と一般な-f学生とを比較すると．・拙麓定鮪から|ま、休ｌ、胸囲．大腿諏、ﾋ糎屈曲及ぴ

帥師開．前腕囲．嘸圓、手劃一．足偏・|こおいて１ヽＳ駕の有・水準で柔道●手が�、ていた、こ11ら9

j酎il･2外には有嘸の！lilられなか、た．

　こｰりら珊珊SIltll胴から・出である荊握鮨蝕で比較したものが座ｌである．階●訪休檻、比.t腕囲、腕匪

鋼ｌはＩＳ水準で、ローレル指数、比F･㎜、F麗囲指数では５海水準でそれぞれ柔迦‐手が喘･､ていた

Ｉ
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1t胴莞。前腕麗指数、麗麗梱・|ご!ま有Ｓの差がｌられなか、た。

　こflらから。休ali5S･水準で弟がゐられ、皮下脂肪３項目|ご|ま差がなく、鯵脂肪他・|こ１鬼水撫で態

が辱｡られたこと|こより、女子－重遍手の皮下脂肪の鐘少、薗ち館内の増大が推察される。また、上腕の劃

I;Ｍ肖gこＩＳ水準で凛がｌられ。上腕の指数1こも殆λどの項目で循が昆られたが、前腕開梱数|こほ有意餅が

畷､ｇれなかヽた。この原図は、女子柔ａ薦季の手●麗が一般学生より1.7a‐ヽていたためであろう。一

毅的1こは、ほゞ飼一年●で季･lに是が重められることは少ないが、女子ｓｓ還手の手星囲の●大は、箇

別男１報告している。たゞしこの手●麗の増大が柔道の運動効果11どうかlj明白で1まなく、今後堅1乙塵齢

的研－が�萎であろろ。下肢でli、麗麗指数で一般学生が鵬む、大国麗で柔道●手が腫り、下国開|と差が

lμ､れなか・だことから、ｔ･ｆＳ遭－手のF‐麗がしま、てい恚という●が予測される。

次に女rl道選手を３瞳鑓で登憩すると、重量鎚と巾量纏では。優青のＳ項目、麗背の●睡、大麗麗、下

腿囲、腰麗、皮Ｆ脂肪の腕背部|こSま有意の差が毘られず、他の項目は１～５Ｓ水皐で重量●が●、ていた。

１・植と軽・一では、身長、上肢長、下肢長以外のＩＳ項目で１～５ｓ水準で重量鎚が膳り、中里鎚と●

Ｍ締でli.梱囲、龍翻。手●翻。呈●麗、上・下註畳。皮下●肪３項目1ご差が甕られず残むの９嘱目|ご１

ヽ５Ｓ水準で申勉糾が胴、ていた。これらを唐‐指数sこして比峻すると、重量鎚と申量錘で|ま、比上腕開、

1こ駒同/h防拠、前腕囲/.l肢長、大㎜／下肢長115刄水準でー量鍛1翻っていた。しかし放鹿指数11

｀ijr･1に巾量糾が５Ｓ水準で膀･iていた。竃量纏と軽優一でlj、9珊目で重‐鎚が１～５Ｓ水撫で膳り、‐

1翔柄敏はＩＳ水準で軽・嵯が●、ていた（・２Ｓ照）。また申量樋と轄・錘でSj、鎗●胎他言のみＩＳ永

哨で巾哨嵯が鮪-iていた。

　これ･･i3一の1t澱をした結擢から、差育でij.身差の申量鎚と軽・纏|こ有・差がｌられたのみで他の項

jlや、IQ台どうしの桐』対比には郎が1a6れず、差育の増長1rlま、委這が全く関与していないようである。

これはﾘ1 r一強化Ｓｆｌｌｌ同様な報告がある。それ|巴封して鹿青Sj、重い雇柵程増大●向が腿られ、仙勅上、

I･|!･1･｡りI､I.･¶1殖|咽|こlj一雄差が明値|こ珊われている。特|ごそれが�●に毘られるのほ、重い階綴の麗青と長青
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='・･.･､･　卜この２一|ま、孝壽老優で0.4●男子劉iがSく、休・で咄･ls一女-F●手

心‥匹‥I　･.:'･､Iliでありたまこめ、画一はliヾ同じ位の悪鐘と考えられる．鼎脂肪仙Ｓでは、

ｙｒが1.'･リ1･.I･吋●水準で差が諺められた．比上肢長では1.0女子瑠手が瀞りｊＳ水準で有

'･.･･.･ills!‘卵･鮫1?は、a.3大鵬囲／下肢差|まl.3とそれぞれ女子●手が男子遭手よりＩＸの

･．へ･.･･沁ｊ･･．ｋ、ｉＦ６０ゐf以ﾄﾞ緩の９．ａア●化濡手とのlt震の紡巣から男子●手が勝っ

ly'･"I;I;"哨.･1り･･･j･であ-1だ．この陥脂肪体SIま、女性の脂肪Ｓが平均他Ｓの2 1.2海、男性の

･:'F･･lj!.II･､alR､2－ということかち考えても、当然ともいえよう．また比ト肢長lこ差が認められ

･ツL!tli.･F:l:l･.願･ljEが､ぁろ．遥去↓ごおける多くの報告によ、ても差資lこ差が現われた例はなく、なぜこの

!け･かli明日ではない。考えられることは、身長で女子羞手が散傭上低くﾋ肢價では反刈

9'リ･:rjlじ.･だy､その削対比に趨が弛られすことも考えられる．哨鯛閥指数iC有意の息が簒められたこ

……':1.1=･.一一一一=IS･illlr'.4、手欄間|とも有意差が・られなか･5だこととを禰え合わせると、女子●手

ろ |..か|．この前腕圓の増大が活性組織であａ筋肉1巴よるものであることは、

!･｜・11， ､四謁IぶI剛¥を求めていないので明酉は出来ないものの、除脂肪体重で男手選手で聊

･･，1ト･' ･･･?;-i;･g･.｣ろ痢･りで･刳ヂ塵=希が窮で11.3･g，左で7.S匈●り端|こ重尨の有重差があ･ltことか

.･　………i.･･..i･,'･,･..E.t.非｡I･？t絹織の摺肪|こよる増大と考えられる．大腿囲ノ下肢差1こ１鴬水準で差が認

……，I……･!そ．な･'Mi･･りjち'がﾄﾞ肢の差Ｓの比較で大腿が太い事を示しており，これも龍一指数|ご差が

.;i…………=',･･･!jlig,!iii!s'iilじ･・下●肪の壽●が宅えられる。ｔゞ塵力の計鹿が行なわれておらず，蜘jiワー

:,n －-･りＳ･ｒＬりろ乖lnSぴと，謝力と●関連があ石号ィドステ・ヅにおいて，一子・季が女子迦手より

;･り･,lii -･.-,.4.鞠.,すこ1,のの，･有,●の差が1きられないことからこれを脂肪の崩●であａと鮪言するICは閥●が

j.,い-1.j,ilりl.1に追求するつもりである．

　な-J rirlごりいてlj.まだ多くの続発もされておらず，今後いろいろな角度から�壷研究が必萎であろ
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　蕃　約

　国際女F鳶一遍･is繭植２２名と、一般･な･F零1:（|･即|-ｮｌｌ）ｌａｇ、ｌヂ強化迦手の差l､･同い階級ｌｓｕ

加ぷjﾄﾞ植】】４Ｓ．を対象1こ居館指数1乙よ名比皺●lj･iなりた結集は次のとお勿であ恚。

１１女ＦＩ道強･叱遍ｉの皮下脂肪が滅少し、筋肉の墳大がある町鮑‘lが推奮された。またこのｌ●は鴨に

　ﾄﾞ腿囲において比較的明●1乙あらわれていた。

２】重い階纏での團爾と長冑の梱対比1ごおいて女･Ｆ柔丿劃仙iと選手の廸が大轟く。女子強化‐手ljljのわ

　ｌ』こ太さがあることが明白1こな、た。

３１男子強化選手との比較でlj、体型がほゞ似かよ、て1まいるものの、樋数かち甕ると男･F遍laの活性紬

　識の増大lj女子強化●手とは比較|こならない・－いといえ右。
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